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る可能性がある。ブイ１基につき発電可能な電力は250kw 程度で、約 200 基のブイを連携させれば
ポートランド市のビジネス街の消費電力に相当する出力も可能、と見積もられている。また、システムの
小型化による停泊船の個別分散電源への応用も考えられる。今後、低コスト化に向けた研究開発計画が
予定されている。
トピックス5　新しい方式による波力発電システム
　海洋エネルギーには、波力、潮汐、海流、海洋
温度差などがあり、海洋が秘めるエネルギーは膨
大であるため、再生可能エネルギーのひとつとし
て大きな関心が寄せられている。波力発電システ
ムは、海に浮かぶか海底に固定するかどうか、あ
るいは波の動きをどのような原理で動力に変換す
るかで分類される。従来は、浮遊式・固定式を問
わず、波のエネルギーを空気の動きに変え、機械
的手段を利用して発電する空気変換方式が提案さ
れてきた。例えば、振動水柱方式の発電システム
では、海面の上下に従って空気の吸入および排出
が行われ、排出空気流が送気管に設置されたター
ビン発電器を回して発電する。
　これに対し、米国オレゴン州立大学の研究チー
ムは、従来とは全く異なる新しいブイシステムの
基礎技術を開発した。このブイシステムは、永久
磁石を用いた新しい発電方式で、磁気シャフト（回
転軸）と電気コイルで構成されている。ブイに直
接取り付けられた電気コイルが、海底に固定され
た磁気シャフトの周りを囲んでおり（右図参照）、
波でコイルが上下すると、固定されている磁気シ
ャフトに電圧が生じ電流が発生する。波力が直
接、電力に変わることが特徴であり、従来の方式
よりエネルギー変換効率を高められる。研究チー
ムによると、実験室レベルでエネルギー変換効率
80％以上を確認した（従来方式は 40～ 50％）。実
験用ブイは円柱形状で、上下面が直径約 3.6 ｍの
円、高さは約 3.6 ｍで、海岸線から１～３km離れ
た場所に配置され、海底から約 30ｍの海面に浮遊
させている。大きな課題のひとつは、厳しい嵐や
津波に対する安全性確保であるが、これについて
は、ブイを海面下にもぐらせることで対処可能と
考えられている。ブイ１基につき発電可能な電力
は 250kw程度で、必要に応じて出力は調整可能で
ある。およそ 200基のブイを約 30ｍ間隔で配置し
連系させれば、ポートランド市のビジネス街の消
費電力に相当する約 50MWの出力が可能になる。
一方、システムを小さくすれば、停泊船の個別分
散電源への応用も考えられる。
　オレゴン州立大学は太平洋岸に近く、波力研究
所などの戦略的研究施設を持っており、オレゴン
州エネルギー局、国家科学財団（NSF）、米国エネル
ギー省（DOE）等と連携をとって研究開発を行なっ
ている。特にオレゴン州エネルギー局は、州とし
ての波力エネルギー利用に高い関心を持っており、
本ブイシステムの開発も支援する計画である。
　ただし、本ブイシステムの発電コストは、現段
階では太陽光発電より高いと推定されている。上
記研究チームは、本ブイシステムの実証施設建設
を計画中であり、低コスト化に向けた研究開発を
進める予定である。
新しい波力発電ブイシステム
http://www.nsf.gov/discoveries/disc_summ.jsp?cntn_id=
104183&org=NSF から転載
